
Q1.会社の沿革と会社概要について話して下さい。 

株式会社 坂口製作所は工業用各種アルミステンレス製品の設計、製造、加工販売をしてい

る会社です。1951年に祖父が大阪で創業した。1967年に和歌山に進出、1980年に株式

会社に組織変更しました。現在、大阪市内の本社と和歌山工場があり、従業員数は 82名で

す。 

 

Q2.高野山のふもと、緑豊かな田舎の工場で、日々、優れた製品が作られている

ことに驚きました。この地に工場を作られた理由、また、この地にある会社ならで

はの強みはありますか。 

 和歌山工場がある有田郡清水町は、創業者（祖父）の出身地である。開業は大阪であるが、父

が職人２人とともに、この地で工場をスタートさせた。地方の工場ということは、輸送コストが

かかるという点ではデメリットであるが、反面、従業員の定着率が高いというのが特徴です。

また、技術の向上や企業にとってアドバンテージになっている。弊社が東芝さんや三菱電機さ

んと取引できるのは、この高い技術力があってのものだと思っています。 

 

Q3.HPで、和歌山工場の従業員さんの地元雇用率が 100％だと拝見しまし

た。 人材募集はどのように行われていますか。 

 現在は、新卒採用、中途採用の両方を行っています。 

 和歌山工場の特徴は、ご夫婦、親子、兄弟が多いことです。また私の同級生も６名働いていま

す。アットホームな職場です。以前は地元高校の出身者が多かったが、最近は過疎化も進み、広

いエリアの高校生、大学生に弊社を知ってもらうため、WEBや対面式の合同業説明会に参加

したり、出前授業を行ったり、インターンシップを受け入れたりしています。まずは、弊社の認知

度を高める活動をしています。 

 

 

 



Q4.若者の地元への定着、若者のUIターンでの田舎への就職について考えられ

ていることがあれば話して下さい。 

 現在、弊社以外の地元２社、自治体と一緒になって、廃校になった小学校をリノベーションし

て独身寮にする施策を考えている。運営母体は一般社団法人を設立し、来年１０月の入寮を考

えています。このことは、有田川町の移住、定住の窓口を担うことになる。新しい人が増えれ

ば、地域の活性化につながり、新しい発想やコラボビジネスにつながればおもしろいと思って

います。 

 

Q5.御社のHPに「およそアルミステンレス製品で作れないものはない」と書か

れているのを拝見しました。どのような製品を作られていますか。 

新幹線や消防車の部品、高速道路の表示板、選挙の投票箱など幅広い産業分野でバラエテ

ィに富んだ商品を提供している。また、皆さんがよく知っている、あるお菓子を作るのに欠か

せない部品を作っています。製品アイテムの多さや、その中で培ってきたノウハウは大企業に

決して負けていないと思っています 

 

Q6.どのような製品でも作れるということは、社員さんの高い技術力によるもの

と思います。社員さんの、資格保有者の状況や技術の継承、人材育成についての

取り組みについて話して下さい。 

 現在アルミ溶接実務技術保有者は２０名、ステンレス溶接は１２名いる。溶接技術には、アル

ミ、ステンレスという材質、使用する装置、姿勢（下向き、横、縦）と様々なものがある。多くの会

社は１種類（縦向き）の資格取得であるが、弊社は多くの種類の取得をおこなうので、アルミ溶

接に関しては延べ１２０，ステンレスに関しては延べ２３資格者がいる。 

また、溶接の資格は一生モノではなく、毎年、また 3年ごとに更新しなければならない。弊社

は、資格取得に係る費用は、全額会社負担、練習台も会社で購入しているし、定時内での練習

も認めている。技術の伝承は基本的にはOJTであるが、先輩社員がサポートする体制ができ

ている。新入社員は、入社時、経験も知識もないが、大会で優勝する技術を身に着けている。

名実ともに、日本一の職人になることができる会社です。 

 



Q7.御社の「将来ビジョン」について話して下さい。 

 2022年７月、社員、取引先を交えて、創立７０周年の記念式典を行った。その中で若手社

員がプロジェクトチームを立ち上げ、長期ビジョンを作成、提示された。 

その中に 

① AIを使った生産性の向上 

② アーティストさんとのコラボ 

③ 物づくりのスクールビジネスの展開 などが示された。 

壮大なビジョンだったが、出席者に笑顔で聞いていただいたのが印象的だった。次の 100

周年記念式典でその答合わせをしたいと思っています。 

 

Q8.今、各企業には SDGｓへの取り組みが求められています。御社の SDGｓに

ついて取組を話して下さい。 

 2011年に環境マネジメントシステムである、エコアップ２１を取得した。2018年からは、

健康経営優良法人に認定された。現在、この 2つを SDGｓの活動として、社外に発表してい

る。現在２１の活動事例を、SDGｓとして HPに掲載しています 

 

Q9.最後に、御社では新工場建設が計画されているとお聞きしました。新工場に

ついてお話いただけることがあればお願いします。 

 高速道路の有田 IC近くに第 2工場の建設を進めている。来年度中の稼働を目指してい

る。地域の雇用の支えになればと思っています。 

 

 

 

 

 


